
一

 

著
書
・
論
文
・
そ
の
他 

 

Ⅰ　

著
書 

 　
　

●
単
著 

 　

一　
『
源
氏
物
語　

歌
と
呪
性
』（
中
古
文
学
研
究
叢
書
5
）
若
草
書
房
、
一
九
九
七
年
一
〇
月 

　

 

二　
『
源
氏
物
語
の
変
貌
―
と
は
ず
が
た
り
・
た
け
く
ら
べ
・
源
氏
新
作
能
の
世
界
―
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
八
年
三
月 

 　

三　
『
源
氏
物
語
と
和
歌
の
論
―
異
端
へ
の
ま
な
ざ
し
』
青

社
、
二
〇
一
七
年
三
月 

 　
　

●
編
著
・
共
編
著 

 　

一　
『
和
歌
と
は
何
か
』（『
日
本
文
学
を
読
み
か
え
る
』
3
）（
編
著
）
有
精
堂
、
一
九
九
六
年
六
月 

 　

二　
『
源
氏
物
語
の
歌
と
人
物
』（
共
編
著
）
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
九
年
五
月 

 　

三　
『
武
家
の
文
物
と
源
氏
物
語
絵
―
尾
張
徳
川
家
伝
来
品
を
起
点
と
し
て
―
（
共
編
著
）
翰
林
書
房
、
二
〇
一
二
年
三
月 

 　
　

●
共
著
（
単
行
本
） 

 　

一　

鈴
木
日
出
男
・
藤
井
貞
和
編
『
日
本
文
芸
史
』
第
二
巻
）
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
六
年
一
〇
月 

　

 

二　

岩
波
講
座
『
日
本
文
学
史
』
五
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
一
一
月 

 

久
冨
木
原
玲
教
授　

著
書
・
論
文 



二

 　

三　

久
保
田
淳
・
野
山
嘉
正
・
堀
信
夫
編
『
日
本
秀
歌
秀
句
の
辞
典
』
小
学
館
、
一
九
九
五
年
三
月 

　

 
四　

久
保
田
淳
編
『
日
本
文
学
史
』
お
う
ふ
う
、
一
九
九
七
年
五
月 

 　

五　

佐
佐
木
幸
綱
編
『
短
歌
名
言
辞
典
』
東
京
書
籍
、
一
九
九
七
年
一
〇
月 

 　

六　

久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年
五
月 

　

 

七　

週
刊
朝
日
百
科
『
枕
草
子　

土
佐
日
記
』〈
世
界
の
文
学
25
〉
一
九
九
九
年
一
二
月
号 

 　

八　

小
町
谷
照
彦
外
編
『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
事
典
』
笠
間
書
院　

二
〇
一
一
年
一
一
月 

 　

九　
『
源
氏
物
語
事
典
』
大
和
書
房　

二
〇
〇
二
年
五
月 

 

一
〇　
『
三
省
堂
名
歌
名
句
辞
典
』
三
省
堂
二
〇
〇
四
年
九
月 

 

一
一　

愛
知
県
立
大
学
藏
「
こ
と
さ
」（
住
吉
物
語
絵
）
紹
介
と
解
題
『
武
家
の
文
物
と
源
氏
物
語
絵
―
尾
張
徳
川
家
伝
来
品
を
起
点
と
し
て
』 

 　
　
　

翰
林
書
房
二
〇
一
二
年
三
月
（
名
倉
ミ
サ
子
氏
と
の
共
同
執
筆
） 

 

一
二　

愛
知
県
立
大
学
藏
「
源
氏
絵
色
紙
」
二
七
図　

書
誌
と
解
題　

上
掲
書
（
一
一
）
に
同
じ
（
高
橋
亨
氏
と
の
共
同
執
筆
） 

 

一
三　
『
風
葉
和
歌
集　

新
注
一
』
青

社
、
二
〇
一
六
年
五
月 

 　
　

●
共
著
（
雑
誌
） 

 　

一　
『
日
本
の
名
句
名
言
6
6
6
』
学
燈
社
、
一
九
八
一
年
七
月 

 　

二　
『
古
典
文
学
動
物
誌
』
学
燈
社
、
一
九
九
四
年
一
〇
月 

 　

三　
『
キ
ー
ワ
ー
ド
1
0
0　

古
典
文
学
の
述
語
集
』
学
燈
社
、
一
九
九
五
七
月 

　

 

四　
『
古
典
文
学
植
物
誌
』
学
燈
社
、
二
〇
〇
二
年
七
月 

 　

五　
『
宿
木　

前
半
』（
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
別
冊
）
至
文
堂　

二
〇
〇
五
年
六
月 



三

 
Ⅱ　

論
文
（
す
べ
て
単
著
） 

 　

一　
「
誹
諧
歌
―
和
歌
史
の
構
想
・
序
説
」『
国
語
と
国
文
学
』
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
一
九
八
一
年
一
〇
月 

 　

二　
「
誹
諧
歌
か
ら
和
歌
へ
―
和
歌
史
構
想
の
た
め
に
」『
国
語
と
国
文
学
』
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会　

一
九
八
三
年
一
月 

 　

三　
「
戯
れ
歌
の
時
代
―
平
安
後
期
和
歌
史
の
課
題
」『
国
語
と
国
文
学
』
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会　

一
九
八
六
年
七
月 

 　

四　
「
雑
躰
の
特
色
と
構
造
」（
一
冊
の
講
座
『
古
今
和
歌
集
』）
有
精
堂
、
一
九
八
七
年
三
月 

 　

五　
「
和
歌
と
こ
と
ば
あ
そ
び
」
論
集
『
和
歌
と
レ
ト
リ
ッ
ク
』（
和
歌
文
学
会
編
）
笠
間
書
院
、
一
九
八
六
年
九
月 

 　

六　
「
女
歌
的
な
る
も
の
―
恋
歌
の
基
底
」『
日
本
文
学
』
日
本
文
学
協
会
、
一
九
八
七
年
五
月 

 　

七　
「
天
界
を
恋
う
る
姫
君
た
ち
」『
国
語
と
国
文
学
』
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
九
八
七
年
一
〇
月 

 　

八　
「
和
泉
式
部
の
花
と
夢
の
歌
」（
論
集
『
和
泉
式
部
』
和
歌
文
学
会
編
）
笠
間
書
院
、
一
九
八
八
年
九
月 

　

 

九　
「
乞
食
者
考
―
袋
草
紙
希
代
歌
か
ら
」『
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
一
九
八
八
年
三
月 

 

一
〇　
「
雪
の
山
に
や
跡
を
消
な
ま
し
―
大
君
物
語
と
伊
勢
物
語
―
」『
日
本
文
学
』
日
本
文
学
協
会
、
一
九
八
八
年
五
月 

 

一
一　
「
和
歌
的
マ
ジ
ッ
ク
の
方
法
―
定
家
の
梅
花
詠
」『
日
本
の
文
学　

第
四
集
』
有
精
堂
、
一
九
八
八
年
一
一
月 

 

一
二　
「
か
ご
め
か
ご
め
考
―
遊
び
と
呪
文
歌
」『
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
一
九
八
九
年
三
月 

 

一
三　
「
た
け
く
ら
べ
」
に
お
け
る
伊
勢
と
源
氏
」『
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
一
九
九
〇
年
三
月 

 

一
四　
「
朧
月
夜
の
物
語
―
源
氏
物
語
の
禁
忌
と
王
権
―
」『
源
氏
物
語
の
探
究
』
第
一
五
輯　

風
間
書
房
、
一
九
九
〇
年
三
月 

 

一
五　
「
花
の
歌
・
夢
の
歌
―
式
子
内
親
王
の
場
合
―
」『
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
一
九
九
一
年
三
月 

 

一
六　
「
和
泉
式
部
と
仏
教
」『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
至
文
堂
、
一
九
九
一
年
五
月 

 

一
七　
「
神
功
・
応
神
神
話
と
八
十
島
祭
―
武
内
宿
禰
の
造
型
を
通
し
て
―
」『
日
本
文
学
』
日
本
文
学
協
会
、
一
九
九
一
年
一
二
月 

 

一
八　
「
源
氏
物
語
取
り
の
和
歌
」『
源
氏
物
語
講
座
』
第
八
巻　

勉
誠
社
、
一
九
九
二
年
一
二
月 

 

一
九　
「
壱
岐
の
百
合
若
説
経
―
話
型
の
分
析
を
通
し
て
―
」『
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
一
九
九
二
年
三
月 



四

 
二
〇　
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
住
吉
信
仰
―
神
功
・
応
神
神
話
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
一
九
九
三
年
三
月 

 

二
一　
「
斎
宮
の
母
・
六
条
御
息
所
」『
日
本
文
学
』（
五
月
号
）
日
本
文
学
協
会
一
九
九
三
年
五
月 

 

二
二　
「
花
に
物
思
ふ
春
―
式
子
内
親
王
A
百
首
考
」『
論
集　

中
世
の
文
学
韻
文
篇
』）
明
治
書
院
一
九
九
四
年
七
月 

 

二
三　
「
天
照
大
神
の
巫
女
た
ち
―
御
息
所
そ
し
て
源
典
侍
」『
新
物
語
研
究
』
三　

有
精
堂
、
一
九
九
五
年
一
一
月 

 

二
四　
「
も
う
ひ
と
つ
の
ゆ
か
り
―
桐
壺
更
衣
・
六
条
御
息
所
か
ら
明
石
君
・
明
石
姫
君
へ
」『
源
氏
物
語
の
視
界
』
三　

新
典
社
、
一
九
九
六
年
四
月 

 

二
五　
「
源
氏
物
語
と
ア
マ
テ
ラ
ス
」『
ア
マ
テ
ラ
ス
神
話
の
変
身
譜
』）
森
話
社
、
一
九
九
六
年
一
〇
月 

 

二
六　
「
源
氏
物
語
と
法
華
経
」『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
至
文
堂
、
一
九
九
六
年
一
一
月 

 

二
七　
「
源
氏
物
語
と
呪
歌
―
末
摘
花
・
近
江
君
の
場
合
―
」『
共
立
女
子
短
期
大
学
文
科
紀
要
』
一
九
九
七
年
三
月
年 

 

二
八　
「
和
泉
式
部
と
紫
式
部
」『
王
朝
和
歌
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』）
世
界
思
想
社
、
一
九
九
七
年
八
月 

 

二
九　
「
皇
太
神
宮
儀
式
帳
を
め
ぐ
っ
て
―
斎
宮
と
大
物
忌
―
」『
古
代
文
学
三
七
号
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
九
八
年
三
月 

 

三
〇　
「
藤
壺
造
型
の
位
相
―
逆
流
す
る
『
伊
勢
物
語
』
前
史
―
」『
源
氏
物
語
研
究
集
成
』
第
五
巻　

風
間
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
四
月 

 

三
一　
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
釆
女
伝
承　

―
安
積
山
の
歌
語
り
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
源
氏
研
究
』
九
号　

翰
林
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
四
月 

 

三
二　
「
舌
の
本
性
に
こ
そ
は
あ
ら
め
」『
国
文
学
』（
七
月
臨
時
増
刊
号
）
学
燈
社
二
〇
〇
〇
年
七
月 

 

三
三　
「
源
氏
物
語
の
病
と
密
通
」『
日
本
文
学
』
日
本
文
学
協
会
、
二
〇
〇
一
年
五
月 

 

三
四　
「
女
歌
と
夢
」『
想
像
す
る
平
安
文
学　

第
五
巻
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月 

 

三
五　
「
夢
歌
の
位
相
―
小
野
小
町
・
以
前
以
後
―
」『
万
葉
へ
の
文
学
史
、
万
葉
か
ら
の
文
学
史
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月 

 

三
六　
「
歌
人
と
し
て
の
紫
式
部
―
逸
脱
す
る
源
氏
物
語
作
中
歌
」『
源
氏
物
語
研
究
集
成
』
第
一
五
巻　

風
間
書
房
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月 

 

三
七　
「
女
が
夢
を
見
る
時　

―
夢
と
知
り
せ
ば
さ
め
ざ
ら
ま
し
を
―
」
右
文
書
院
、
二
〇
〇
三
年
一
月 

 

三
八　
「
儀
礼
と
私
宴　

―
葛
城
王
の
歌
語
り
―
」『
古
代
文
学
』
四
三
号
、
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
四
年
三
月 

 

三
九　
「
夢
想
の
時
代
―
和
歌
の
夢
・
散
文
の
夢
―
」『
院
政
期
文
化
論
集
5　

生
活
誌
』
森
話
社
、
二
〇
〇
五
年
一
月 



五

 
四
〇　
「
平
城
天
皇
と
い
う
ト
ポ
ス
―
歴
史
の
記
憶
と
源
氏
物
語
の
創
造
―
」『
源
氏
物
語　

重
層
す
る
歴
史
の
諸
相
』
竹
林
舎
、
二
〇
〇
六
年　

四
月 

 

四
一　
「
浮
舟
―
女
の
物
語
へ
」『
人
物
で
読
む
源
氏
物
語　

浮
舟
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月 

 

四
二　
「
平
安
和
歌
に
お
け
る
神
と
仏
―
袋
草
紙
」『
王
朝
文
学
と
隣
接
諸
学
2　

王
朝
文
学
と
仏
教
・
神
道
・
陰
陽
道
』
竹
林
舎
、
二
〇
〇　

七
年
五
月 

 

四
三　
「
手
枕
…
万
葉
か
ら
和
泉
式
部
ま
で
」『
古
代
文
学
』
四
七　

武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
八
年
三
月 

 

四
四　
「
薬
子
の
変
と
平
安
文
学
―
歴
史
意
識
を
め
ぐ
っ
て
」『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
』
第
五
六
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月 

 

四
五　
「
源
氏
物
語
と
能
―
古
典
と
新
作
」『
国
立
能
楽
堂
』
N
O
・ 

3
0
2　

二
〇
〇
八
年
一
〇
月 

 

四
六　
「
秋
好
中
宮
」『
王
朝
文
学
と
隣
接
諸
学
6
王
朝
文
学
と
斎
宮
・
斎
院
』
竹
林
舎
、
二
〇
〇
九
年
五
月 

 

四
七　
「
浮
舟
の
歌
―
伊
勢
物
語
の
喚
起
す
る
も
の
」『
源
氏
物
語
の
歌
と
人
物
』
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
九
年
五
月 

 

四
八　
「
日
本
の
戯
咲
歌
―
諧
謔
の
詩
の
起
源
」『
い
く
さ
の
物
語
と
諧
謔
の
文
学
史
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月 

 

四
九　
「
正
統
と
異
端
の
十
歌
人
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
至
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月 

 

五
〇　
「
憑
く
夢
・
憑
か
れ
る
夢
―
六
条
御
息
所
と
浮
舟
」『
夢
と
物
の
怪
の
源
氏
物
語
』
翰
林
書
房
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月 

 

五
一　
「
女
流
歌
人
―
そ
の
挑
戦
」『
和
歌
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
一
一
年
八
月 

 

五
二　
「
和
歌
の
人
称
を
め
ぐ
る
覚
書
」『
日
本
文
学
』
日
本
文
学
協
会
、
二
〇
一
一
年
一
二
月 

 

五
三　
「〈
紫
式
部
〉
と
貫
之
―
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
引
歌
表
現
」『
紫
式
部
と
王
朝
文
芸
の
表
現
史
』
森
話
社
、
二
〇
一
二
年
二
月 

 

五
四　
「「
平
城
太
上
天
皇
の
変
」
の
波
紋
と
し
て
の
歴
史
語
り
・
文
学
・
伝
承
―
第
二
次
世
界
大
戦
下
か
ら
中
世
・
古
代
へ
と
遡
る
」『
武
家
の
文
物
と
源
氏
物
語
絵
―

尾
張
徳
川
家
伝
来
品
を
起
点
と
し
て
―
』
翰
林
書
房
、
二
〇
一
二
年
二
月 

 

五
五　
「
源
氏
物
語
の
儀
礼
と
和
歌　

裳
着
を
中
心
に
」『
源
氏
物
語
と
儀
礼
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月 

 

五
六　
「
宇
治
十
帖
の
雪
景
色
―
恋
死
の
歌
か
ら
官
能
的
な
生
の
歌
へ
」『
む
ら
さ
き
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
二
年
一
一
月 

 

五
七　
「
一
人
称
か
な
日
記
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」『
日
記
・
古
記
録
の
世
界
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
三
月 

 

五
八　
「
い
の
ち
の
言
葉
―
『
源
氏
物
語
』
近
江
君
の
躍
動
す
る
言
説
か
ら
―
」『
源
氏
物
語　

煌
め
く
こ
と
ば
の
世
界
』
翰
林
書
房
、
二
〇
一
四
年
三
月 



六

 
五
九　
【
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
学
術
交
流
記
】「
若
紫
巻
の
「
垣
間
見
」
―
『
源
氏
物
語
』
の
絵
画
を
手
が
か
り
に
」（
二
〇
一
三
年
三
月
七
日
於
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
・
哲
学
・

文
学
・
人
間
科
学
部
、
日
本
文
化
研
究
所
に
お
け
る
講
演
記
録
）『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
』
二
〇
一
四
年
三
月 

 

六
〇　
「
六
条
御
息
所
と
朧
月
夜
―
大
臣
の
娘
た
ち
―
後
朝
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
」『
女
た
ち
の
光
源
氏
』
新
典
社
選
書
、
二
〇
一
四
年
三
月
、 

 

六
一　
「
一
人
称
か
な
日
記
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」『
日
記
の
総
合
的
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
三
月 

 

六
二　
「『
源
氏
物
語
』笑
い
の
歌
の
地
平
―
近
江
君
の
考
察
か
ら
―
」『
二
〇
一
四
年
パ
リ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

源
氏
物
語
と
ポ
エ
ジ
ー
』青

社
、
二
〇
一
五
年
三
月
、 

 

六
三　
「
笑
い
の
歌
の
源
流
―
芭
蕉
の
排
泄
表
現
か
ら
」『
愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所
紀
要
』
二
〇
一
六
年
三
月 

 

六
四　
「
前
近
代
日
本
文
学
に
お
け
る
自
我
意
識
の
発
露
―
笑
い
と
い
う
視
点
か
ら
」『
日
出
づ
る
国
と
日
の
沈
ま
ぬ
国
―
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
4
0
0
年
目
の
再
会
』
勉

誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
三
月 

   六
五　
「
日
記
か
ら
『
源
氏
物
語
』
へ
・『
源
氏
物
語
』
か
ら
日
記
へ
―
『
紫
式
部
日
記
』・『
と
は
ず
が
た
り
』
に
お
け
る
「
わ
れ
」
の
構
築
」『
日
記
で
読
む
日
本
史
1

日
本
人
に
と
っ
て
日
記
と
は
何
か
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
七
月 

 

六
六　
「
古
典
文
学
が
放
つ
権
力
相
対
化
の
力
―
『
源
氏
物
語
』
と
『
ラ
サ
リ
ー
リ
ョ
・
デ
・
ト
ル
メ
ス
の
生
涯
』」
2
0
1
5
年
11
月
3
日
「
ス
ペ
イ
ン
日
本
セ
ミ
ナ
ー
」

に
お
け
る
講
演
録
（
於
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ッ
ド
、
C
E
U
サ
ン
パ
ブ
ロ
大
学
法
学
部
講
堂
）『
源
氏
物
語
と
和
歌
―
異
端
へ
の
ま
な
ざ
し
』
青

社
、

二
〇
一
七
年
三
月 

 

Ⅲ　

書
評
・
学
会
展
望
等 

 　

一　

書
評
「
平
安
歌
人
伝
を
よ
む
（
業
平
・
貫
之
・
伊
勢
・
和
泉
式
部
・
公
任
）」『
日
本
文
学
』
日
本
文
学
協
会
、
一
九
八
六
年
五
月
号 

 　

二　

書
評　

増
田
繁
夫
著
『
冥
き
途
―
評
伝　

和
泉
式
部
』『
国
文
学
』
学
燈
社
、
一
九
八
八
年
八
月 

　

 

三　

書
評　

石
丸
晶
子
『
式
子
内
親
王
伝
』『
日
本
文
学
』
日
本
文
学
協
会
、
一
九
九
〇
年
八
月 

 　

四　

書
評　

山
中
智
恵
子
『
斎
宮
三
部
作
』『
日
本
文
学
』
同
右
、
一
九
九
四
年
五
月 

 　

五　

書
評　

石
丸
晶
子
『
式
子
内
親
王
伝
』『
人
文
自
然
科
学
論
集
』
1
0
0
号
東
京
経
済
大
学
一
九
九
五
年 



七

 　

六　

学
会
展
望
「
後
撰
集
、
詞
花
集
時
代
の
勅
撰
集
、
私
撰
集
」『
文
学
・
語
学
』
一
九
九
五
年
一
〇
月
号 

 　

七　

書
評　

今
関
敏
子
著
『
色
好
み
の
系
譜
』『
日
本
文
学
』
日
本
文
学
協
会
、
一
九
九
七
年
七
月 

 　

八　

書
評　

吉
井
美
弥
子
著
『
み
や
び
異
説
―
源
氏
物
語
と
い
う
文
化
』『
日
本
文
学
』
同
右
、
一
九
九
八
年
四
月 

 　

九　

書
評　

菊
池
威
雄
著
『
恋
歌
の
風
景
』『
国
文
学
研
究
』
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月 

 

一
〇　

書
評　

佐
藤
和
喜
著
『
景
と
心
―
平
安
前
期
和
歌
表
現
論
』『
国
語
と
国
文
学
』
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
〇
三
年
四
月 

 

一
一　

学
会
誌
コ
ラ
ム
「「
東
ア
ジ
ア
と
い
う
視
座
」
印
象
記
―
侵
略
・
支
配
・
家
族
を
め
ぐ
っ
て
」
日
本
文
学
協
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

第
五
八
回
大
会
報
告
）『
日

本
文
学
』「
子
午
線
」
二
〇
〇
四
年
四
月 

 

一
二　

学
会
誌
コ
ラ
ム
「
ア
マ
ゾ
ン
河
畔
の
日
本
文
学
研
究
―
ア
マ
ゾ
ナ
ス
連
邦
大
学
の
学
会
に
参
加
し
て
―
」
日
本
文
学
協
会
『
日
本
文
学
』「
子
午
線
」
二
〇
一
六

年
一
一
月 




